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◆出席者名簿 (敬称略) (出席委員:14名 )

会 長  川上幸― 岩城総合支所長    今野光志 事務局   竹内富士夫
委 員  岸野芳和 振興課長      渡部 昭 事務局   佐藤佳紀
委 員  今野光雄 市民福祉課長    早川修― 事務局   丸山高志

委 員  鈴木とみ子 産業課長      伊藤秀穂
委 員  高野弘美 建設課長      斎藤明大
委 員  今野正樹 教育学習課長    佐藤重昭
委 員  佐々木裕三

委 員  伊藤文治
委 員  皆川敦子
委 員  堀井ヤス子
委 員  早川あけみ
委 員  菊地喜世子
委 員  菅野芳男
委 員  高橋 修



会議の経過

平成24年度第 1回 岩城地域協議会

平成24年 8月 10日 (金 )

午後 1時30分  開会

【あ い さ つ 】

① 岩城地域協議会 会長 j:1上幸―

② 岩城総合支所長 今野光志

【説明案件 】

① コミュニティパスの運行状況について(渡部振興課長より説明)

◇ 議長

ただ今の説明のありましたコミュニティバスの運行状況について、皆様のご質問口ご意見等がござい

ましたらお話しいただきたいと思います。どなたかございませんか。

OA委 員
6月 より時刻表が変更になり利用状況がよくなつたことはわかりました。さらに、老人がバスを活用で

きるように、また、地域に呼びかけて要望を聞いて、更によりよいものにしていただきたい。また、その

利用状況を公表していただきたいと思います。

●振興課長

1年間は実証運行ですので、実績を踏まえ、地域の方々の要望をいただきながら時刻口便数を再度

検討して参りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

◇ 議長

冬期の利用も含めて調査していただきたい。そうすれば更に利用状況が明確になつてくると思いま

すのでよろしくお願いいたします。その他、ご意見、ご質問ございませんでしょうか。

特になければ、次の案件、②(仮称)岩城松ヶ崎統合小学校の整備状況について、教育学習課長

より説明をお願いします。



②(仮称)岩城松ヶ崎統合小学校の整備状況について(佐藤教育学習課長より説明)

◇ 議長

ただ今の説明のありました(仮称)岩城松ヶ崎統合小学校の整備状況について、皆様のご質問口ご意

見等がございましたらお話しいただきたいと思います。どなたかございませんか。

OB委 員
前にも説明あつたかもしれませんが、建設地の標高は何メートルでしょうか。また、津波に対する

避難はどのようになつているのでしょうか。′1ヽ学校に外部電源とありますが、普通、小学校体育館な

どは避難場所となりますので、外部電源とかではなく、非常用発電機を設置できればよいと思うので

すが。

● 教育学習課長

建設予定地の標高は17m位だつたと思います。避難場所はすぐ近くの山の方へ避難するのが適

切だと思います。外部電源につきましては、後日確認の上ご報告させていただきます。

● 振興課長

建設予定地は17mの標高です。津波に対する避難につきましては、7号線バイパスや高速道路
で一旦津波の勢いを少なくし、ある程度の時間を確保することができることと。校舎2階は20mの

高さで、赤平集会所も19mあり、山側では避難できる高さと考えています。

● 岩城総合支所長

小学校は避難場所となり得る施設と考えています。非常用発電機を考慮してもらうよう要望したい

と思います。

OC委 員
校舎の屋上に太陽光発電とありますが、売電するのでしょうか。蓄電はできないのでしょうか。ま

た、避難場所はグランドになると思いますが、グランドより高い所に避難場所を作り、そこに避難する

ように避難訓練したらよいのではないでしょうか。用地を確保して避難場所を確保できればよいので

はないでしょうか。

● 教育学習課長

太陽光発電が売電なのか、蓄電なのか、仕様の内容を確認したいと思います。避難場所に対しま

しても十分検討して避難訓練を重ねたいと思います。

OD委 員
秋田県のハザードマップが完成するまで2年から3年かかると言われていますが、その安全性を十

分確保し、検討した上で建設できなかったものでしょうか。震災後に赤平にアンケート等を取つた上



で、確認後に赤平に建設することになつたのでしょうか。

● 岩城総合支所長

建設委員会等の説明会で17mの高さがあり、7号線のバイパスや高速道路が堤防の役割を果た

し、直接波が来ることはないし、避難場所に関しても、すぐ高台に避難することで説明し、皆さんから

合意をいただいた上で建設計画を進めるかたちとなつています。

OD委 員
日本海側では10m以上の津波は来ないと神話のように言われていますが、それ以上の津波が襲
つた場合を考慮し、また、県の想定を十分考慮した上で今後の建設を進めていただきたいと思いま

す。

◇ 議長

現在の建設事業費ではどこまで考慮されているのかわかりませんので、地域住民の心配になる事

柄や疑間を晴らすかたちにできるように、次回の会議でしつかりと解答できるようにしていただきたい

と思います。

OC委 員
やはり、非常用自家発電機が必要なのではないか。行政とはいえ、教育委員会だけでものごとを

進めるから、いろんな課題を考慮できないのではないか。全市的に考えればそのようなことは起きな

いのではないか。

OA委 員
防災に関することは十分検討していただきたい。学校を建設した上で、再度、防災関係の要望を

聞いていただきたいと思います。

◇議長

皆様からさまざまなご意見をいただきましたが、そのような意見も勘案いたしまして、次回の会議で

しつかりと解答できるようにしていただきたいと思います。

その他、ご意見、ご質問ございませんでしょうか。

特になければ、本日の協議は終了いたします。

【午後 3時 5分閉会】


